
第３回城南文化祭を開催
組合員さんの舞台や作品を発表
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毎月1回発行・定価1部　30円

組織現勢（２月１日現在）
組　合　員　数 19,918 人
出　資　口　数 91,478 口
12・１ 月の新規加入 120 人
12・１ 月の増資口数 1,106 口

　

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
ど
の
よ

う
に
改
定
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

城
南
福
祉
医
療
協
会
介
護
事

業
部
長
の
島
田
せ
い
子
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ　
毎
月
の
介
護
保
険
料
は
変
わ
る
の
？

　

変
わ
り
ま
す
。
大
田
区
は
基
準
月

額
５
９
０
０
円
。
前
年
よ
り
１
０
０

０
円
ア
ッ
プ
（
１９
段
階
）
し
ま
す
。

品
川
区
は
基
準
月
額
５
２
０
０
円
～

５
３
０
０
円
。
前
年
よ
り
５
０
０
円

～
６
０
０
円
ア
ッ
プ
（
１４
段
階
）
し

ま
す
。

Ｑ　
介
護
保
険
を
利
用
し
た
場
合
に
１
割

　
か
ら
２
割
の
支
払
い
に
な
る
の
？

　

６５
歳
の
高
齢
者
の
本
人
所
得
が
、

１
６
０
万
円
以
上
の
方
に
つ
い
て
は

２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
月
額
上
限

が
あ
る
の
で
、
見
直
し
対
象
の
全
員

の
負
担
が
２
倍
に
な
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

要
支
援
、
要
介
護
を
受
け
た
方

に
、
ご
自
身
の
負
担
割
合
（
１
割
ま

た
は
２
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
（
平
成
２７
年
８
月
よ
り
実
施
）。

Ｑ　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
は
原
則
要

　
介
護
３
以
上
の
人
し
か
入
れ
な
い
の
？

　

政
府
は
、
す
で
に
入
居
し
て
い
る

人
は
そ
の
ま
ま
継
続
で
き
ま
す
。
要

介
護
１
、
２
の
人
で
も
日
常
生
活
が

困
難
な
方
に
つ
い
て
の
申
し
込
み
が

で
き
る
と
し
て
い
ま
す
（
平
成
２７
年

４
月
よ
り
実
施
）。

Ｑ　
「
総
合
事
業
」
っ
て
何
？

　

政
府
は
、
従
来
の
要
支
援
者
に
相

当
す
る
方
の
多
様
な
生
活
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

要
支
援
１
、
２
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で

判
断
さ
れ
た
方
が
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
既
存
の
介
護
事
業
所
に
よ
る
既

存
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民

間
企
業
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
協

同
組
合
等
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
一
般
介
護
予
防
事
業
を
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
事
業
に
つ
い
て
は
、
品
川
区

は
平
成
２７
年
４
月
か
ら
、
大
田
区
で

は
平
成
２８
年
４
月
か
ら
実
施
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

Ｑ　
事
業
者
へ
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
が

　
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
？

　

介
護
報
酬
が
２
・
２７
％
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

舞
台
出
演
に　
　

　
　
11
グ
ル
ー
プ

　

組
合
員
さ
ん
の
趣
味
や
サ
ー
ク

ル
・
班
で
の
活
動
を
、
舞
台
と
展
示

に
分
か
れ
て
発
表
し
ま
し
た
。
舞
台

に
は
１１
の
グ
ル
ー
プ
・
個
人
の
方
々

が
出
演
。
歌
や
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
マ

ジ
ッ
ク
、
班
会
な
ど
で
練
習
し
て
い

る
体
操
な
ど
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま

し
た
。展

示
作
品
は　
　

　
　
16
グ
ル
ー
プ

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
１６
の
グ
ル
ー

プ
・
個
人
の
方
々
が
、
絵
手
紙
、
書

道
、
ち
ぎ
り
絵
、
絵
画
、
写
真
パ
ネ

ル
な
ど
を
出
品
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
毎
回
す
て
き
な
作
品
を
寄
せ
て

く
だ
さ
る
方
や
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
入
居
者
さ
ん
が
、
日
々
の
生
活
の

中
で
つ
く
り
上
げ
た
作
品
を
出
品
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
流
・
発
表
の　

　
　
　
場
と
し
て

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た

が
、
毎
回
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
す

ば
ら
し
い
舞
台
や
作
品
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
出
演
・
出
展
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
み
な
さ
ん
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
、
当
日
お
手
伝
い
い
た
だ

い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
い
文
化
祭

を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
原
修
と
い
う
人
物
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

九
州
大
学
医
学
部
を
明

治
の
末
頃
に
卒
業
。
当

時
の
農
商
務
省
社
会
局

に
入
り
、
紡
績
工
場
の

監
督
官
と
し
て
日
本
各
地
の
工
場
を

視
察
し
て
ま
わ
る
。
そ
の
中
で
女
工

の
惨
状
を
つ
ぶ
さ
に
目
に
す
る
。
今

で
も
そ
う
で
す
が
、
役
人
は
惨
状
に

目
を
つ
ぶ
り
、
形
式
的
な
報
告
書
を

つ
づ
る
の
が
普
通
な
の
に
、
彼
は
別

で
あ
っ
た
。
彼
は
紡
績
工
場
で
働
く

女
工
た
ち
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

た
。﹃
衛
生
学
上
ヨ
リ
見
タ
ル
女
工

之
現
況
﹄
が
そ
れ
で
す
▼
女
工
の
多

く
は
農
村
出
身
の
子
女
で
あ
り
、
そ

れ
故
に
寄
宿
舎
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
工
場
主
に
と
っ
て

は
、
女
工
た
ち
と
社
会
を
隔
絶
さ
せ

る
の
に
都
合
の
よ
い
こ
と
で
し
た
。

１５
歳
に
も
満
た
な
い
少
女
た
ち
が
劣

悪
な
条
件
の
下
で
、
昼
夜
交
替
で
１２

時
間
か
ら
１４
時
間
に
及
ぶ
長
時
間
労

働
。
食
事
は
貧
し
く
、
食
事
に
要
す

る
時
間
も
２０
分
程
。
工
場
の
２
階
が

寄
宿
舎
に
な
っ
て
お
り
、
畳
１
枚
の

空
間
を
昼
夜
交
替
で
利
用
。
そ
こ
で

は
当
時
「
国
民
病
」
と
言
わ
れ
て
い

た
結
核
が
蔓
延
。
次
々
に
少
女
た
ち

の
命
を
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
統
計

を
駆
使
し
た
石
原
の
労
作
は
細
井
和

喜
蔵
の
﹃
女
工
哀
史
﹄
と
と
も
に
貴

重
な
文
献
で
す
。
少
女
た
ち
の
労
働

と
犠
牲
は
資
本
家
を
さ
ら
に
富
ま

せ
、
そ
し
て
軍
国
日
本
の
軍
艦
に
な

り
大
砲
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
▼
そ

し
て
今
、
か
つ
て
の
女
工
哀
史
の
時

代
が
蘇
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
こ

の
道
し
か
な
い
」
こ
ん
な
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
で
若
者
を
再
び
劣
悪
な
労
働

条
件
に
追
い
込
み
、
格
差
社
会
を
拡

げ
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ
く
り
へ
の

道
を
歩
も
う
と
す
る
勢
力
が
「
い
つ

か
来
た
道
」
へ
国
民
を
導
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

めおとざか班の生協音頭

みちづか729の合唱

若返り班の創作ダンス

コ
カ
リ
ナ
デ
ュ
オ
う
ぐ
い
す

マ
ジ
シ
ャ
ン
こ
う
じ
さ
ん

　２月７日(土)、３回目の文化祭を行いました。会場は大森スポー
ツセンター。今年も多くのみなさんにご来場いただきました。

介
護
保
険
改
定
Ｑ
＆
Ａ

　城南保健生協では、ヘルパーステーションと認知症対応型グループ
ホームを運営しています。
　上記Ｑ＆Ａのように、大田区、品川区の毎月の保険料の基準額はアッ
プします。６５歳以上（介護保険１号被保険者）については大きな負
担となります。利用者の１割から２割の負担、特養の原則要介護３以
上の人の入所についても大きな痛手であり後退です。
　「総合事業」は今まで介護保険を利用できていた要支援１、２の方
が保険から外されるわけですから、こちらも後退と言わざるを得ませ
ん。政府は既存サービスの他にＮＰＯ、民間企業、ボランティア等に
よる多様なサービスが可能と言っていますが、国の社会保障費を抑制
し、自治体任せにするもので、社会保障制度の大きな後退です。ゆく
ゆくは要支援１、２の方たちも無資格のボランティア等で行う方向が
見えてきます。とりわけ介護報酬の大幅な引き下げは、私たち介護事
業所の存続さえ脅かす大改悪となっています。
　城南保健生協は、今回の介護保険改悪、介護報酬マイナス改定につ
いて引き続き国、自治体に、「撤回」「改善」を求めていきます。

（生協本部　横山）


